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特集 日本製造業の知恵

経済の原点・技術…........……・唐津 一(東海大学)

「知恵、J の「進化J が求められる

…岸田純之助(日本総合研究所)

ニュー・ハードウェアとホロニック・パス

-石井威望(東京大学)

テクノヘゲモニーと日本の技術

・・・薬師寺泰蔵(埼玉大学)

製造業と人材育成

…今井兼一郎(日本工業技術振興会)

オペレーションズ・リサーチ綱集餐員会

委員長高森 寛 青山学院大学

副委員長高井英造 三菱石油紛

委 員相沢りえ子 側構造計画研究所

上野哲郎 関東学園大学

大村雄史 住友商事側

片山隆仁 防衛庁

川合膚ー 川合産業研究事務所

川野孝三郎 日本ユユカー脚

木嶋恭一 東京工業大学

新村秀一 住商コンピューターザー
ピス紛

町原文明 日本電信電話紛

宮田雅智 青山学院女子短期大学

矢部 博 東京理科大学

編集後記・ rOR事典J(日科技連)によれば「システム・ 相次ぎました.また，ソ連といえども例外ではなく，共

ダイナミックスは物や情報の流れ，貯蔵または蓄積，決 産党独裁体制が崩壊しました.しかしこのことは，必ず

定などを規定したうえで，システムの状態が時間的にど しも資本主義を正当化するわけではなく，アメリカをは

のように変化してゆくかを調べるもので，企業経営に適 じめとする資本主義国にもそれなりに多くの問題点が内

用するものをインダストリアル・ダイナミックス，都市 在します.このように複雑な状態を科学的に表現するこ

や世界の状態の変化を予測するものをアーバン・ダイナ とは，非常に難しいことだと思います.そして，ことは政

ミックスあるし、はワールド・ダイナミックスという J と 治問題のみならず，民族問題，経済問題，さらに環境問

あります.今回は， SDの最近の話題とモデリング支援 題などの立場から総合的に評価しなければなりません.

システムの現状を紹介していただきました. SDの可能 適用分野としてはあまりにも巨大すぎるけれども，前向

性と限界を読みとっていただければ幸いです. きにとりくむのがOR ワーカーの勤めなのでしょう.

ワールド・ダイナミックスといえば，この 2 年間にお 世界はし、ま相互理解と協力J をめざして動き始め

ける世界情勢の変化には目を見張るものがあります.こ ています.そうした情勢の中で，日本はし、かにあるべき

こ数十年の関，常識とされていた世界情勢の構図が次々 かが関われています.特に，アジア圏の一員としての日

と書き換えられ，中国・天安門事件，そしてソ連のベレ 本の役割は重要です.学術的な交流もその l つです.日

ストロイカがひとつのきっかけになって，ルーマニアや 本OR学会としてもその一端を担っているわけで， AP  

東ドイツなとーに代表されるような，東欧諸国での激変が ORS等への協力もその活動の表われです. (矢部博)
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